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参
加
し
て
く
だ
さ
い

。

※
事
前
の
連
絡
等
は
不
要
で
す
の
で

、
ご
自
由
に

　
定
員
１
２
０
名

（
満
席
の
３
０
％

）
に
し
て

、

＊
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

　
　
　
で
開
催

。
佐
伯
は
２
月
２
７
日
予
定

）

分
市
民
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

。

　
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
・
大

　
当
面
の
定
例
学
習
会
を

、
左
記
に
よ
り
開
催
し

趣
旨
　
当
会
の
目
的
は
大
友
氏
４
０
０
年
を
顕
彰

ま
す

。

ま
す
の
で

、
多
数
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

定
例
学
習
会
（
案
内
）

大
友
氏
顕
彰
フ

ォ
ー
ラ
ム

（
案
内

）

　
　
　
１
２
月
５
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

　
　
　
１
１
月
７
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

　
　
　
１
０
月
３
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

日
程
　
９
月
５
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

　
　
　
　
　
　
牧
　
達
夫
・
顕
彰
会
理
事
長

　
　
　
を
推
進
で
き
る
の
で

、
地
元
住
民
の
盛
り

　
　
　
大
き
な
目
標
と
し
て

「
大
友
氏
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　
　
　
し
て
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に

、

●

パ
ネ
ラ
ー

、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
第
一
部
と

　
　
　
ｉ
ｎ
大
分

（
本
年
度
は
大
分
市
と
佐
伯
市

第
二
部

「
宗
麟
公
と
立
花
宗
茂
公

」

　
同
じ

　
　
　
れ
渡
り

、
大
分
の
観
光
と
地
域
の
活
性
化

　
　
　

（
大
分
市
顕
徳
町
３

‐
２

‐
４
５

）

会
場
　
南
蛮
Ｂ
Ｖ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
交
流
館

「
研
修
室

」

〇
大
河
ド
ラ
マ
原
案
発
表

（
そ
の
一

）

内
容

（
９
月
５
日

）

　
　
　
大
河
ド
ラ
マ
化

」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

。

３
０
万
円

】
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

対
象
事
業
と
な

っ
て
お
り
ま
す

。

の

「
あ
な
た
が
支
え
る
市
民
活
動
応
援
事
業

」
の

　
こ
の

「
大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー

ラ
ム

」
は
大
分
市

　
　
　
　
　
　
佐
藤
弘
俊
・
顕
彰
会
副
理
事
長

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令和２年（２０２０年）９月１日

　
　
　
　
　
　
若
杉
孝
宏
・
顕
彰
会
副
理
事
長

第
一
部

「
関
東
と
源
頼
朝
公
と
大
友
能
直
公

」

編　  集 溝部幸祐

〇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

大

友

氏

顕

彰

会

だ

よ

り

第　５０　号

〇
風
雲
児
・
松
平
忠
直

（
一
伯

）
公
の
生
涯

お

お

と

も

理事長 牧　達夫

●

パ
ネ
ラ
ー

　
坪
根
伸
也
・
大
分
市
教
育
委
員
会

〇
あ
い
さ
つ
　
　
　
牧
達
夫
・
主
催
者
代
表
挨
拶

応
援
届
出
が
あ
り

、
大
分
市
よ
り

【
最
大
補
助
金

た
と
こ
ろ

、
４
６
２
人

（
４
０
万
円
余
り

）
も
の

　
会
員
を
通
じ
て
大
分
市
民
に
応
援
を
お
願
い
し

〇
宗
麟
公
家
督
相
続
四
七
〇
年
ス
テ
ー

ジ
寸
劇

　

（
練
習

）

入
場
料
　

（
無
料

）

入
口
で
検
温
・
除
菌
を
実
施

、
マ
ス
ク
着
用

。

〇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
　
原
川
二
郎
・
大
分
市
歌
ほ
か

会
場
　
ト
キ
ハ
会
館
　
５
階
　

「
ロ
ー
ズ

」
の
間

　
　
　
１
３
時
～
１
６
時
３
０
分

日
時
　
令
和
２
年
１
０
月
２
４
日

（
土
曜

）

　
　
　
推
進
協
議
会

　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
大
友
宗
麟

」
誘
致

共
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
友
氏
顕
彰
会

名
称
　
令
和
２
年
度
・
大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
上
げ
を
図
る
た
め
に
開
催

。

　
　
　
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
大
分
が
全
国
的
に
知

　
　
　
　
　
　
　
　
続
四
七
〇
年
ス
テ
ー

ジ
寸
劇

〇
ス
テ
ー
ジ
寸
劇
　
会
員
に
よ
る
宗
麟
公
家
督
相

●

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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後
継
者
争
い
で

「
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い

」
の
講

れ
ま
し
た
の
で
紹
介
致
し
ま
す

。

り
混
ぜ
た
小
説

（
一
代
記

）
に
し
た
本
が
発
行
さ

大
神
仁

）
に
語

っ
た
こ
と
を
参
考
に

、
虚
実
を
取

　
あ
る
会
員
が
酒
を
飲
み
な
が
ら
親
友

（
著
者
・

の
家
康
・
織
田
信
雄

の
ぶ
か
つ

連
合
軍
と
秀
吉
軍
が
信
長
の

さ
れ
る

。
こ
れ
は

、
天
正
十
二
年

（
一
五
八
四

）
メ

ー
ル

　
ｍ

ｉｚｏ
ｂ
ｅ
８

８
＠

ｐ
ｌｕ

ｍ
．

ｐ
ｌａ

ｌａ
．

ｏ
ｒ．

ｊｐ

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
７

‐
５
４
４

‐
２
２
８
３

住
所
〒
８
７
０

‐
０
８
４
４
大
分
市
古
国
府
７

‐
３

和
の
結
果
で
あ

っ
た

。

っ
た
時

、
石
田
三
成
挙
兵
の
情
報
が
入
り
家
康
は

家
康
と
参
戦
し

、
途
中
下
野
国

し
も
つ
け
の
く
に
　

（
栃
木
県

）
に
あ

目
の

「
関
ヶ
原
合
戦

」
が
起
こ

っ
た

。
秀
康
は
父

他
界
後
の
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇

）
、
天
下
分
け

〇
慶
長
三
年

（
一
五
九
八

）
、
秀
吉
が
伏
見
城
で

名
も
結
城
秀
康
と
改
め
る

。

〇
秀
康
は
十
一
歳
の
時

、
豊
臣
秀
吉
の
養
子
に
出

軍
に
は
秀
康
の
弟
・
秀
忠

ひ
で
た
だ

を
継
が
せ
て
い
る

。

に
あ

っ
た
の
だ
が

、
家
康
は
自
分
の
後
の
二
代
将

の
で

、
秀
康
は
実
質
的
に
は
家
康
の
長
子
の
位
置

信
康

の
ぶ
や
す

は
織
田
信
長
に
よ
り
切
腹
さ
せ
ら
れ
て
い
る

の
で

、
希
望
者
は
左
記
へ
連
絡
願
い
ま
す

。

　
本
の
定
価
は
１
１
０
０
円

（
送
料
込
み

）
で
す

一
気
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

急
遽
上
方
へ
と
移
動

。
秀
康
は
家
康
に
代
わ

っ
て

　
忠
直

た
だ
な
お

は
文
禄
四
年

（
一
五
九
五

）
、
結
城
秀
康

ゆ
う
き
　
ひ
で
や
す

◎
父
・
秀
康
と
は
ど
ん
な
人

結
城
氏
の
家
督
と
所
領
十
万
一
千
石
を
相
続
し

、

る

。
そ
し
て
結
城
家
の
養
女
・
鶴
姫
と
結
婚
し

、

結
城
市

）
の
城
主
・
結
城
晴
朝

は
る
と
も

の
養
子
に
出
さ
れ

る
恋
も
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り

、
大
変
楽
し
く

、

　
私
は
こ
の
本
を
読
み

、
テ
ン
ポ
良
く

、
あ
ら
ゆ

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

〇
秀
康

ひ
で
や
す

は
徳
川
家
康
の
第
二
子
で
あ
り

、
長
子
・

令和２年（２０２０年）９月１日

翌
年

、
養
父
・
秀
吉
か
ら
下
総
国

　
し
も
う
あ
の
く
に

結
城

（
茨
城
県

が
長
男
・
鶴
丸

（
三
歳
で
死
去

）
を
出
産
す
る
と

の
側
室
・
淀
君

（
信
長
の
姉
お
市
の
子
・
茶
茶

）

〇
と
こ
ろ
が
天
正
十
七
年

（
一
五
八
九

）
、
秀
吉

風
雲
児
・
松
平
忠
直

（
一
伯
公

）
の
一
生

五
八
六
～
八
七

）
の
秀
吉
の
九
州
征
伐

（
大
友
宗

後

、
弱
冠
十
四
歳
で
天
正
十
六
年
～

十
七
年

（
一

ず
つ
も
ら
い

「
秀
康

」
と
称
し
た

。
秀
康
は
そ
の

〇
秀
康
は
大
坂
で
元
服
し

、
両
方
の
父
か
ら
一
字

　
　
　
　
　
　
　
　
牧
　
達
夫

（
理
事
長

）

一

、
忠
直
の
父
・
秀
康
と
越
前
松
平
家

下
野
宇
都
宮
に
待
機

、
上
杉
景
勝

か
げ
か
つ

ら
の
動
き
を
押

長
吉
丸
と
い

っ
た

。

中
川
出
雲
守
の
娘

（
清
涼
院

）
。
忠
直
の
幼
名
は

の
長
男
と
し
て
大
坂
の
屋
敷
で
誕
生

。
母
は
側
室

　
　
の
誕
生

秀
吉
も
認
め
る
ほ
ど
だ

っ
た
と
い
う

。

麟
の
要
望
に
よ
る

）
に
出
陣
し

、
そ
の
剛
勇
さ
は

◎
松
平
忠
直
の
生
ま
れ

本
の
販
売
に
つ
い
て
（
連
絡
）

携
帯
　
０
９
０

‐
５
４
８
５

‐
５
１
５
７

溝
部
幸
祐

（
大
友
氏
顕
彰
会
事
務
局
長

）
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秀
忠
か
ら
も
牧
渓
筆
落
雁
の
画
が
与
え
ら
れ
る

。

　
に
出
陣

の
弟

）
の
二
代
将
軍
・
秀
忠
に
よ

っ
て
元
服
し

、

ら
し
て
お
り

、
十
二
歳
の
時
に
叔
父

（
父
・
秀
康

〇
忠
直
は
父
・
秀
康
が
亡
く
な
る
ま
で
江
戸
で
暮

し

、
家
康
は

「
勲
功
天
下
第
一

」
と
誉
め
た
た
え

〇
こ
の
華
々
し
い
戦
い
ぶ
り
を
示
し
た
忠
直
に
対

は
三
六
五
二
を
数
え
た

。

真
田
幸
村
を
は
じ
め
越
前
軍
の
取

っ
た
首
級
の
数

軍
二
万
を
率
い

、
大
坂
城
一
番
乗
り
を
果
た
し

、

〇
再
び
大
坂
出
陣
の
命
が
下
る
と

、
忠
直
は
越
前

◎
慶
長
二
十
・
元
和
元
年

（
一
六
一
五

）
、

一
六
〇
七

）

で
あ
ろ
う
か

。

と
も

）
を
与
え
ら
れ
る

。
越
前
北
庄

　
き
た
の
し
ょ
う

（
福
井

）
藩

前
国
六
八
万
石

（
他
所
の
所
領
も
含
め
七
五
万
石

に
違
い
な
い

。

　
大
坂
夏
の
陣
で
忠
直
大
活
躍

孝た
か

・
藤
堂
高
虎

た
か
と
ら

ら
と
布
陣

。

隊
に
従
い
大
坂
城
の
南
方
に
前
田
利
家

と
し
い
え

・
井
伊
直な

お

〇
忠
直
は
一
万
五
千
人
の
兵
を
率
い

、
家
康
の
本

〇
慶
長
八
年

（
一
六
〇
三

）
、
父
・
家
康
が
征
夷

い
る
状
況
と
な
る

。

軍
御
家
門
で
は
な
く

、
一
大
名
と
し
て
扱
わ
れ
て

請
を
命
ぜ
ら
れ
る

。
こ
の
こ
と
は

、
福
井
藩
が
将

禁
裏

き
ん
り

（
御
所

）
・
仙
洞
御
所

（
上
皇
御
所

）
の
普

〇
慶
長
十
六
年
の
暮

、
忠
直
は
諸
大
名
と
と
も
に

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

　
こ
の
戦
功
に
よ

っ
て
同
年
十
一
月

、
秀
康
は
越

◎
慶
長
十
九
年

（
一
六
一
四

）
、
大
坂
冬
の
陣

徳
川
家
に
と

っ
て

、
忠
直
は
期
待
の
星
で
あ

っ
た

　
ま
た
同
時
に
従
四
位
下
侍
従
三
河
守
に
叙
任

。

な
る

。

忠
の
一
字
を
も
ら
い

「
忠
直

」
と
名
乗
る
よ
う
に

の
聞
く
と
こ
ろ
と
な
り
家
臣
ら
は
処
断
さ
れ
る

。

対
立
事
件
が
起
き

、
祖
父
・
家
康

、
叔
父
・
秀
忠

と
な
る

。
だ
が
翌
年

、
藩
を
二
分
す
る
家
臣
ら
の

〇
徳
川
一
族
の
中
で
頭
角
を
表
わ
し
た
花
形
大
名

　
の
四
女
・
勝
姫
と
結
婚

（
忠
直
十
七
歳

）

さ
え
た

。

の
は
じ
ま
り
で
あ

っ
た

。

令和２年（２０２０年）９月１日

初
花
の
茶
入

、
貞
宗
の
佩
刀
を
授
け
る

。
ま
た

、

大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
江
戸
幕
府
を
開
く

。

　
万
石
の
城
主

（
大
名

）
に

（
慶
長
十
二
年
・

◎
忠
直

、
父
秀
康
の
死
に
よ
り
越
前
北
庄
六
八

◎
慶
長
十
六
年

（
一
六
一
一

）
、
将
軍
・
秀
忠

二

、
忠
直
公

、
十
三
歳
で
越
前
北
庄

　
　

（
福
井

）
二
代
藩
主
に

い
て
三
四
歳
の
若
さ
で
他
界
し
た

。

慶
長
十
二
年

（
一
六
〇
七

）
四
月

、
北
庄
城
に
お

康
で
あ

っ
た
が

、
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
帰
国

。

　
こ
う
し
て
江
戸
で
種
々
の
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
秀

機
に

、
恒
常
的
な
江
戸
勤
め
が
求
め
ら
れ
た
か
ら

に
屋
敷
が
与
え
ら
れ
た

。
こ
れ
は
秀
忠
の
将
軍
を

に
任
用
さ
れ
た

。
こ
の
年

、
秀
康
は
江
戸
の
山
手

秀
忠
に
譲
り

、
同
時
に
秀
康
も
正
三
位
権
中
納
言

〇
慶
長
十
年

（
一
六
〇
五

）
、
家
康
は
将
軍
職
を

死
者
を
出
す
な
ど
大
き
な
損
害
を
受
け
た

。

田
丸

」
の
戦
い
で

、
忠
直
勢
は
四
〇
〇
人
余
り
の

〇
こ
の
戦
い
で
は
真
田

さ
な
だ

幸
村

ゆ
き
む
ら

の
築
い
た
出
城

「
真
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〇
忠
直
は
母
の
言
葉
を
静
か
に
聞
き

、
反
撃
の
意

〇
生
前
の
祖
父
・
家
康
か
ら
も

、
そ
の
後
継
・
秀

ら
れ
て
い
た

。

を
表
わ
す
重
要
な
政
治
的
行
為
と
し
て
位
置
づ
け

◎
元
和
二
年

（
一
六
一
六

）
四
月

、
徳
川
幕
府

三

、
元
和
九
年

（
一
六
二
三

）
二
月

、

隆た
か

の
順
番
で
入
室

。

・
水
戸
頼
房

よ
り
ふ
さ

・
松
平
忠
直

た
だ
な
お

・
前
田
利
直

と
し
な
お

・
池
田
利と

し

将
軍
・
秀
忠
へ
の
挨
拶
は
尾
張
義
直

よ
し
な
お

・
紀
伊
頼
宣

よ
り
の
ぶ

じ
ら
れ
た

。

〇
忠
直
は
女
性
ば
か
り
伴

（
二
十
人
ぐ
ら
い

）
と

か
ら
五
千
石
賄
料
の
預
り
の
身

、
い
わ
ば
天
国
か

〇
忠
直
は
配
流
時
二
九
歳

、
六
八
万
石
の
大
大
名

重
義

し
げ
よ
し

御
預
り

、
幕
府
よ
り
五
千
石
の
賄
料

）

配
流
先
の
萩
原

は
ぎ
わ
ら

館
に
着
く

。

（
府
内
藩
主
・
竹
中

和
九
年

（
一
六
二
三

）
五
月
二
日

、
別
府
湾
か
ら

愛
馬
の
真
田
栗
毛
ほ
か
二
疋
の
馬
を
連
れ
て

、
元

か

っ
た

。
参
勤
は
将
軍
家
と
諸
大
名
の
主
従
関
係

た

）

け
れ
ば
軍
事
行
動
も
将
軍
・
秀
忠
は
用
意
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る

。

（
忠
直
に
対
し

、
も
し
従
わ
な

に
み
て

、
い
づ
れ
こ
う
い
う
事
態
も
予
想
し
て
い

〇
忠
直
は
家
康
死
去
後
の
政
権
体
制
等
を
統
合
的

思
も
な
く
了
承
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

。

の
間

、
最
愛
の
側
室
お
蘭
と
娘
お
く
せ
が
死
亡
す

〇
萩
原
館
の
滞
在
は
約
二
年
半
で
あ

っ
た
が

、
そ

二
年
交
代
で
任
用
さ
れ
た

。

津
守

つ
も
り

館
で
忠
直
が
亡
く
な
る
ま
で
毎
年
二
人
ず
つ

〇
忠
直
の
監
視
役
と
し
て
府
内
目
付
が
派
遣
さ
れ

て
ゆ
く
か

、
考
え
込
ん
で
い
た
こ
と
だ
ろ
う

。

ら
地
獄
へ
の
転
落
の
人
生

。
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き

　
家
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

（
元
和
二
年

）

〇
同
年
六
月
十
九
日

、
忠
直
は
従
三
位
参
議
に
任

て
し
ま
う

。

怠
り

（
病
気

）
等
に
よ
り

、
藩
政
に
混
乱
が
生
じ

家
老
と
の
確
執

、
勝
子
夫
人
と
の
不
和

、
参
勤
の

〇
そ
の
後

、
忠
直
は
将
軍
家
か
ら
送
り
込
ま
れ
た

思
わ
れ
る

。

な
い
不
満
・
怒
り
が
心
の
中
に
積
も

っ
て
い
た
と

な
か

っ
た

。
忠
直
は
将
軍
家
に
対
し

、
い
い
し
れ

忠
か
ら
も

、
大
坂
夏
の
陣
で
の
恩
賞

（
加
増

）
は

上
位
に
も
関
わ
ら
ず
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
家
の
下

〇
越
前
松
平
家
は

、
官
位
官
職
で
は
水
戸
家
よ
り

江
戸
城
で
将
軍
へ
の
挨
拶
を
行
な

っ
た

。
こ
の
時

〇
元
和
二
年

（
一
六
一
六

）
正
月
元
旦

、
忠
直
は

〇
江
戸
参
勤
は
い
わ
ゆ
る
御
三
家
も
例
外
で
は
な

っ
て
い
る

（
「
諸
大
名
参
勤
作
法

」
）
。

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令和２年（２０２０年）９月１日

◎
忠
直
の
越
前
松
平
家

、
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸

の
将
軍
・
秀
忠
の
命
を
伝
え
た

。

会
い

、
隠
居
し
西
国
豊
後
へ
移
住
す
る
よ
う
に
と

〇
忠
直
の
母
・
清
涼
院
が
越
前
へ
赴
い
て
忠
直
に

　
　
忠
直
は
配
流
の
身
と
な
る

髪
し
て

「
一
伯

い
っ
ぱ
く

」
と
号
し
た

。

〇
忠
直
は
自
暴
自
棄
に
な
り

、
元
和
六
年
に
は
落

　
を
開
い
た
祖
父
・
家
康
七
五
歳
で
他
界

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た

。

た
ず
さ
わ
る
中

、
江
戸
参
勤
や
伏
見
参
勤
を
行
な

〇
忠
直
は

、
家
康
の
葬
儀
や
大
坂
城
の
改
築
等
に
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五

、
松
平
忠
直

（
一
伯
公

）
の
画
像
・

（大分市萩原・萩原天神社に保管）

【 松 平 忠 直 の 人 形 】

【人形の作成（地元の歴史の会）】

高
野
山
に
分
骨
さ
れ
た

。

（
大
分
市

）
で
火
葬
さ
れ

、
浄
土
寺
・
津
守
村
・

病
を
患
い
五
六
歳
で
他
界
し
た

。
遺
体
は
浄
土
寺

　
　
　
　

【
松
平
忠
直
・
画
像

】

る
と
い
う
不
運
に
見
舞
わ
れ
る

。

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

代
三
千
石

、
三
男
・
熊
千
代
二
千
石
に
分
け
ら
れ

〇
忠
直
の
遺
領
五
千
石
は
幕
府
か
ら
次
男
・
松
千

と
に
引
き
取
ら
れ
た

。

忠
直
の
長
男

、
越
前
高
田
城
主
・
松
平
光
長

み
つ
な
が

の
も

て
相
続
さ
れ
た

。
ま
た

、
松
千
代
以
下
の
遺
族
は

　
　
人
形
と
ゆ
か
り
の
地

く
呼
ん
で
い
る

。

　
地
元
の
人
々
は

、
今
も

「
一
伯

い
っ
ぱ
く

さ
ん

」
と
親
し

機
微
に
ふ
れ
た
生
涯
で
あ

っ
た
と
思
う

。

ら
一
転

、
配
流

は
い
る

の
身
で
あ

っ
た
が

、
十
分
人
情
の

〇
忠
直
公
は
六
八
万
石
の
大
名
と
い
う
檜
舞
台

ひ
の
き
ぶ
た
い

か

く
信
仰
し

、
平
穏
な
日
々
を
送

っ
て
い
る

。

は
大
名
と
し
て
の
苦
難

、
後
の
半
分
は
仏
神
を
篤

半
分
を
豊
後
の
萩
原
・
津
守
で
過
ご
し
た

。
前
半

〇
忠
直
公
は
人
生
の
半
分
を
徳
川
家
の
大
大
名

、

と
親
し
く
交
流
を
重
ね
た
と
い
う

。

〇
慶
安
三
年

（
一
六
五
〇

）
九
月
十
日

、
忠
直
は

　
ま
た

、
円
寿
寺

え
ん
じ
ゅ
じ

（
上
野

）
の
住
職
・
寛
佐

か
ん
さ

和
尚

仏
閣
の
再
建
や
寄
進
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

。

（
弥
栄

や
さ
か

神
社

）
・
霊
山
寺

　
り
ょ
う
ぜ
ん
じ

・
西
光
寺

さ
い
こ
う
じ

な
ど
の
神
社

〇
津
守
館
の
普
請
は

、
竹
中
氏
を
は
じ
め
周
辺
の

　
　
忠
直
は
萩
原
か
ら
津
守
館
へ
移
動

四

、
寛
永
三
年

（
一
六
二
六

）
正
月

、

令和２年（２０２０年）９月１日

〇
忠
直
は
熊
野

く
ま
の

神
社
を
は
じ
め
由
原

ゆ
す
は
ら

宮
・
祇
園
社

ぎ
お
ん
し
ゃ

熊
野
神
社
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る

。

〇
こ
れ
ら
家
族
の
延
命
息
災
を
願

っ
た
祈
願
書
が

千
代

、
娘
お
か
ん
を
も
う
け
て
い
る

。

〇
こ
の
間

、
忠
直
は
次
男
・
松
千
代

、
三
男
・
熊

の
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う

。

方
に
大
堀

、
東
西
に
門
が
構
え
ら
れ

、
二
〇
余
棟

〇
津
守
館
は
二
一
八
〇
余
坪
の
敷
地
を
有
し

、
四

諸
大
名
に
命
じ
ら
れ
た
と
い
う

。

　
　
　
　
　
　
　

（
大
分
市
歴
史
資
料
館

）
よ
り

　

『
時
代
を
駆
け
た
風
雲
児
松
平
忠
直

』
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【 真 田 幸 村 ・ 銅 像 】

（ 大 阪 市 天 王 寺 区 玉 造 本 町 ）

【真田幸村銅像（左）と幸村戦死の石碑（右）】

（ 大 阪 市 天 王 寺 区 逢 坂 ・ 安 居 神 社 ）

【 松 平 忠 直 、 最 初 の 配 流 先

　
　
　

【
碇
島

　
　
い
か
り
じ
ま

（
大
分
市
津
守
字
島

）
】

周 辺 の 萩 原 天 神 社 】

（ 大 分 市 萩 原 ）（ 大 分 市 津 守 ）

【 松 平 忠 直 、 津 守 居 館 跡 】

令和２年（２０２０年）９月１日

　
　

【
真
田
幸
村
・
愛
馬
の
墓

（
碇
島

）
】

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報
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【
一
伯
公
廟
・
浄
土
寺

（
大
分
市
王
子
西
町

）
】

令和２年（２０２０年）９月１日Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

【 松 平 忠 直 の 霊 廟 ・ 六 角 堂 （ 碇 島 ） 】【 松 平 忠 直 ゆ か り の 「 熊 野 神 社 」 （ 碇 島 ） 】

（ 大 阪 市 天 王 寺 区 明 星 学 園 前 ）

【 真 田 幸 村 「 出 丸 城 跡 ・ 心 眼 寺 」 】
　
　
　
　
　
　
　

（
大
分
市
歴
史
資
料
館

）
よ
り

　

『
時
代
を
駆
け
た
風
雲
児
松
平
忠
直

』

〇
時
代
を
駆
け
た
風
雲
児
松
平
忠
直

〇
一
伯
公
　
　
　
　
　
　
柴
田
義
弘
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